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キャリア教育

振り返りと評価指標を
重視したキャリア教育で
社会人に求められる力を育む

◎１９２６（大正１５）年、花輪町立花
輪実科高等女学校として開校。４８年
に男女共学となり、現校名に改称し
た。校訓は「誠実・友和・創造・英気」。
「部活の花輪」といわれ、特にスキー
部、陸上部は全国大会で活躍する強
豪である。

国公立大は、北見工業大、弘前大、岩手
大、秋田大、山形大、茨城大、新潟大、釧
路公立大、青森公立大、岩手県立大、秋
田県立大、宮城大などに 22人が合格。
私立大は、北海学園大、弘前医療福祉
大、盛岡大、秋田看護福祉大、東海大、早
稲田大などに延べ 41人が合格。

設立

形態

生徒数

2014年度入試合格実績（現浪計）

1926（大正15）年

全日制／普通科／共学

１学年約145人

住所
　

電話

Web Site

〒018-5201
秋田県鹿角市花輪字明堂長根12

0186-23-2126

01
指導変革の

成果実践背景

◎少子化の影響で全
入の状態が続き、成
績上位層の生徒も減
少。県の指定を受け
て本格的なキャリア教
育に着手する

変革のステップ

◎キャリア教育を体
系化し、実効性のあ
る活動に。振り返り
や評価指標の工夫に
よって、生徒に成長
実感を持たせた

◎評価指標の結果を
指導改善に生かすノ
ウハウが確立。キャリ
ア教育の要素を取り
入れた授業改善も進
め、生徒の学習意欲
を高める

http://www.hanawa-h.akita-pref.ed.jp/

秋田県立

花輪高校

　

秋
田
県
立
花
輪
高
校
は
、
秋
田
県
北
東
部
に
位
置
す

る
鹿か

角づ
の

市
に
あ
る
地
域
の
中
核
校
だ
。
卒
業
生
の
進
路

は
、
国
公
立
大
進
学
か
ら
就
職
ま
で
幅
広
い
。
半
数
が

大
学
・
短
大
に
進
学
す
る
一
方
、
高
い
学
力
を
持
ち
な

が
ら
地
元
で
公
務
員
を
目
指
す
生
徒
も
い
る
。

　

進
学
指
導
に
対
す
る
地
域
か
ら
の
期
待
は
高
い
が
、

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
、
全
入
の
状
態
が

続
き
、
更
に
難
関
大
進
学
を
目
指
す
生
徒
が
近
隣
の
進

学
校
に
入
学
す
る
傾
向
に
あ
る
。
進
路
指
導
主
事
の
赤

坂
俊
彦
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
本
校
は
地
域
に
根
差
し
た
学
校
で
す
。
鹿
角
市

の
未
来
を
担
う
人
材
を
こ
の
学
校
か
ら
輩
出
す
る
こ

と
が
、
私
た
ち
教
師
の
願
い
で
す
。
本
校
の
生
徒

た
ち
は
真
面
目
で
素
直
、
言
わ
れ
た
こ
と
に
は
き
ち

ん
と
取
り
組
み
ま
す
が
、
自
信
の
な
さ
か
ら
、
い
ざ

と
い
う
時
に
実
力
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
信
を
持
っ
て
高
い
目
標
に
挑
戦
で
き
る
生
徒

を
育
て
る
こ
と
が
、
本
校
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

折
し
も
２
０
１
２
年
度
、
秋
田
県
の
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
実
践
モ
デ
ル
校
」
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
が
、
同
校

の
転
機
と
な
っ
た
。
進
学
実
績
の
向
上
と
学
校
活
性
化

の
起
爆
剤
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
位
置
付
け
、「
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
人
間
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

学
校
改
革
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

県
の
指
定
を
受
け
て

本
格
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
着
手
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改
革
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
中
心
に
行

う
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
体
系
化
か
ら
始
ま
っ
た
（
図
）。

そ
れ
ま
で
も
社
会
人
講
話
な
ど
の
進
路
行
事
を
行
っ
て

い
た
が
、
取
り
組
み
の
狙
い
が
明
確
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
の
つ
な
が
り
も
あ
い
ま
い
だ
っ
た
。
そ
こ

で
、
12
年
度
、
年
５
回
の
「
針
路
の
日
」
を
設
け
た
。

４
月
は
弘
前
大
訪
問
と
進
路
研
究
、
７
月
は
進
学
希
望

者
対
象
の
進
研
模
試
、
就
職
希
望
者
対
象
の
マ
ナ
ー
講

は
、
生
徒
に
も
し
っ
か
り
伝
え
る
。
ど
の
よ
う
な
力
を

付
け
る
た
め
の
活
動
な
の
か
を
生
徒
が
理
解
で
き
れ

ば
、
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

更
に
、
全
て
の
進
路
学
習
で
振
り
返
り
の
時
間
を
設

け
、
生
徒
の
成
長
実
感
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い

る
。
社
会
人
講
話
の
感
想
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

記
録
、
模
試
や
定
期
考
査
の
成
績
な
ど
は
、
プ
リ
ン
ト

に
記
入
し
、
専
用
フ
ァ
イ
ル
「
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
」
に

綴
じ
る
。
プ
リ
ン
ト
の
基
本
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
校
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
サ
ー
バ
ー
に
入
っ
て
お
り
、
担
任
は
必
要
に
応

じ
て
印
刷
し
て
生
徒
に
配
布
す
る
。
活
用
法
は
担
任
に

任
さ
れ
て
お
り
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
中
身
を
変
え
て
も

よ
い
。
２
学
年
担
任
の
伊
藤
孝た

か

紘ひ
ろ

先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
以
前
は
全
て
の
プ
リ
ン
ト
が
ま
と
め
ら
れ
た
ノ

ー
ト
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
経
費
の
面
か
ら
14
年

度
は
活
動
ご
と
に
プ
リ
ン
ト
を
印
刷
し
て
配
布
し
、

フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
る
ス
タ
イ
ル
に
し
ま
し
た
。
ノ
ー

ト
の
時
よ
り
も
提
出
率
や
チ
ェ
ッ
ク
の
効
率
が
良

く
、
担
任
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　

活
動
の
振
り
返
り
に
加
え
、書
く
機
会
を
増
や
し
て
、

表
現
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
の
狙

い
だ
。
同
校
の
生
徒
は
、
１
年
生
か
ら
書
く
指
導
を
徹

底
し
て
い
る
た
め
、文
章
表
現
を
い
と
わ
な
い
と
い
う
。

13
年
度
か
ら
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
語
彙
・
読
解
力
検
定
を

導
入
し
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
読
解
力
や
表
現
力
の

育
成
も
図
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入

試
を
見
据
え
た
小
論
文
・
志
望
理
由
書
対
策
に
も
活
用

し
て
い
く
考
え
だ
。

習
、
８
月
は
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
及
び
就
職
・
公
務

員
試
験
対
策
と
、
年
間
計
画
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
丸
１

日
を
充
て
た
。

　
「
意
識
し
た
の
は
、
取
り
組
み
の
意
味
を
明
確
に

し
、
そ
れ
を
教
師
間
で
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
ど
の

時
期
に
何
を
ど
の
よ
う
な
目
的
で
す
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
れ
ば
、
先
生
方
の
意
欲
も
高
ま
り
、
形
だ
け

の
活
動
に
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」（
赤
坂
先
生
）

　

例
え
ば
、
社
会
人
講
話
は
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
能
力
の
促
進
や
、
自
分
の
将
来
の
姿
を
本
気
で
考
え

る
一
助
と
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た
。
こ
の
狙
い

秋
田
県
立
花
輪
高
校

佐
藤
敦
史　
さ
と
う
・
あ
つ
し

教
職
歴
22
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。２
学
年
主
任
。

「『
思
い
』
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
に
、『
形
』
に
す
る
こ
と

を
心
掛
け
る
」

秋
田
県
立
花
輪
高
校

大
野　
聡　
お
お
の
・
さ
と
し

教
職
歴
26
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。１
学
年
主
任
。

「
対
話
し
、
受
け
と
め
、
励
ま
す
。
否
定
す
る
こ
と
か
ら

始
め
な
い
」

秋
田
県
立
花
輪
高
校

赤
坂
俊
彦　
あ
か
さ
か
・
と
し
ひ
こ

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「『
こ
の
学
校
で
学
ん
だ
生
徒
た
ち
が
将
来
の
地

域
（
鹿
角
市
）
を
つ
く
る
』
と
い
う
信
念
で
臨
む
」

秋
田
県
立
花
輪
高
校

伊
藤
孝
紘　
い
と
う
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
５
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。２
学
年
担
任
。

「
自
分
自
身
も
学
習
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
学
び
続
け

て
い
く
姿
勢
を
見
せ
て
い
き
た
い
」

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
体
系
化
し

活
動
の
狙
い
を
教
師・生
徒
で
共
有

花輪高校キャリア教育の構想図

＊学校資料を基に編集部で作成

～チャレンジし続ける人間の育成～
職業的自立と社会的自立を指向する人間を育てる

インターン
シップ

体験活動
地域

ボランティア

文章力
新聞

語彙・読解力
検定

進路講話
社会人講話

職業
学問
研究

２年次●具体的な進路希望を描く

３年次●挑戦する気概を育てる

第一志望届

適切なコース選択

進路希望の具体化

キャリアノート

生徒の成長を
可視化

チャレンジング
リスト

進学 就職

教育活動全般（教科・特別活動等）
1年次●自己を理解し志を高める
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秋田県立　花輪高校秋田指導変革の

　

取
り
組
み
の
評
価
を
数
値
で
測
定
し
、
指
導
改
善
に

生
か
し
て
い
る
の
も
、
同
校
の
大
き
な
特
徴
だ
。

　

秋
田
県
立
由ゆ

利り

高
校
のCan-D

o

リ
ス
ト
を
参
考
に
、

同
校
独
自
の
要
素
を
加
え
、
生
徒
の
自
己
評
価
ツ
ー
ル

「
花
高
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
た
。
最

大
の
特
徴
は
、
文
部
科
学
省
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
育
成

す
べ
き
力
と
し
て
提
唱
す
る
「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
」

と
関
連
付
け
て
い
る
点
だ
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る

評
価
項
目
を
、大
き
く
「
学
校
生
活
と
人
間
関
係
」「
学

習
へ
の
取
り
組
み
」「
進
路
計
画
と
そ
の
実
践
」「
部
活

動
、
体
験
活
動
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
」
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
細
か
い
評
価
項
目
を
設
定（
全
64
項
目
）。更
に
、

そ
の
項
目
１
つ
ひ
と
つ
に
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の
４

つ
の
力
（
Ａ
人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力
、
Ｂ
自

己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
、
Ｃ
課
題
対
応
能
力
、
Ｄ
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
）
を
対
応
さ
せ
て
、
ど
の

力
が
ど
の
程
度
付
い
た
の
か
を
定
量
的
に
測
定
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

　

こ
れ
を
生
徒
の
自
己
評
価
に
活
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
集
計
結
果
を
項
目
別
・
能
力
別
に
グ
ラ
フ
化
し
、

具
体
的
な
指
導
改
善
に
結
び
付
け
て
い
る
。
例
え
ば
、

12
年
度
は
、
ど
の
学
年
も
人
間
関
係
形
成
と
社
会
形
成

能
力
の
肯
定
率
は
ほ
ぼ
８
割
を
超
え
た
が
、
一
方
で
課

題
対
応
能
力
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
の
肯
定

率
は
６
割
前
後
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
13
年
度
に

２
つ
の
新
し
い
取
り
組
み
を
導
入
し
た
。

　

１
つ
は
、「
定
期
考
査
の
前
に
計
画
を
立
て
、
取
り

組
ん
で
い
る
」
の
項
目
の
肯
定
率
が
全
校
で
40
％
と
低

か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
定
期
考
査
前
に
学
習
計
画
表
を

作
成
す
る
よ
う
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
教
師
が
用
意

し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
、
生
徒
が
定
期
考
査
に
向
け
た

学
習
計
画
を
記
入
し
て
提
出
。
担
任
は
１
つ
ひ
と
つ
確

認
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
き
、
適
切
な
計
画
が
立
て
ら

れ
る
よ
う
支
援
す
る
。
１
年
間
の
継
続
で
、
13
年
度
の

同
項
目
は
学
校
全
体
で
17
ポ
イ
ン
ト
、
１
年
生
（
現
２

年
生
）だ
け
で
は
30
ポ
イ
ン
ト
も
肯
定
率
が
上
が
っ
た
。

　

も
う
１
つ
は
、
１
年
生
３
学
期
に
行
う
「
テ
ー
マ
研

究
」
だ
。
進
路
を
問
わ
ず
、
１
年
生
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
、
進
路
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
調
べ
学
習
を
行
い
、
発
表
す
る
。
テ
ー
マ
は
「
プ

ロ
レ
ス
」「
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
」
な
ど
趣
味
に
か
か
わ
る

も
の
か
ら
「
少
子
高
齢
化
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
」
な

ど
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の
ま
で
様
々
だ
。
学
級
発
表
を

し
た
後
、
優
秀
な
生
徒
を
各
ク
ラ
ス
８
人
選
抜
し
、
２

年
生
の
学
校
祭
で
発
表
す
る
。

　

テ
ー
マ
研
究
の
狙
い
は
、
課
題
対
応
能
力
を
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
発
表
を
通
し
て
「
先
生
」
に
な
り
、
生
徒
同

士
で
刺
激
し
合
う
こ
と
に
も
あ
る
と
、
２
学
年
主
任
の

佐
藤
敦
史
先
生
は
強
調
す
る
。

　
「
本
校
の
近
隣
に
は
大
学
が
な
く
、
生
徒
が
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
刺
激
を
受
け
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
『
リ
ト
ル
教
授
』
に

な
り
、
他
の
生
徒
に
研
究
成
果
を
教
え
る
機
会
が
あ

れ
ば
、
大
学
教
員
を
呼
ば
な
く
て
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
雰
囲
気
を
校
内
で
つ
く
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
下
級
生
が
発
表
の
様
子
を
見
て
、
関
心
を
深
め

る
楽
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

　

今
後
は
３
年
生
前
半
に
も
う
一
度
テ
ー
マ
研
究
を
行

い
、
更
に
研
究
を
深
め
さ
せ
る
予
定
だ
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
上
で
同
校
が
大
切
に
し
て

い
る
の
が
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
だ
。
13
年
度
に
は
鹿

角
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
を
訪
問
し
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。
こ

の
年
、
県
の
降
雪
量
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
生
徒

の
除
雪
作
業
に
泣
い
て
喜
ぶ
人
も
い
た
。
取
り
組
み
を

主
導
し
た
１
学
年
主
任
の
大
野
聡さ

と
し

先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
元
々
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
懇
談
会
で
『
学
校
は
地
域

に
何
も
還
元
し
て
い
な
い
』
と
指
摘
を
受
け
て
始
め

た
取
り
組
み
で
し
た
。人
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
、

生
徒
は
自
分
も
社
会
の
役
に
立
て
る
と
い
う
実
感
を

持
つ
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

他
に
も
、
３
年
生
の
就
職
希
望
者
に
年
１
回
、
模
擬

面
接
を
行
う
が
、
そ
の
際
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
協
力
を
依

頼
し
、
面
接
官
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
14
年
度
は

９
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
７
人
が
来
校
し
て
実
施
し
た
。
教

師
も
面
接
官
を
務
め
る
が
、
教
師
以
外
の
社
会
人
が
相

地
域
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で

学
校
の
「
味
方
」を
増
や
す

「
花
高
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
リ
ス
ト
」で

社
会
人
と
し
て
必
要
な
力
を
定
量
評
価
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手
と
な
る
と
、
生
徒
の
緊
張
感
は
全
く
異
な
り
、
本
番

を
想
定
し
た
練
習
と
し
て
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
我
々
が
重
視
す
る
の
は
、
地
域
と
の
連
携
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る
一
体
感
で
す
。
地
域
の
人
と
一

緒
に
何
か
を
す
れ
ば
、
学
校
の
応
援
者
に
な
っ
て
く

れ
ま
す
。
地
域
連
携
を
強
化
し
て
以
来
、
住
民
か
ら

の
苦
情
の
電
話
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
鹿
角
市
も

少
子
化
で
学
校
の
統
廃
合
が
現
実
味
を
帯
び
つ
つ
あ

り
ま
す
。
本
校
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
地
域
を
巻

き
込
ん
で
学
校
と
の
絆
を
強
く
す
る
こ
と
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
大
切
に
な
る
は
ず
で
す
」（
赤
坂
先
生
）

　

14
年
度
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
通
常
の
授
業
に
も
波
及

し
た
。
全
教
科
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入

れ
、
課
題
対
応
能
力
・
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力

を
中
心
と
し
た
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。

　
「
進
路
学
習
を
増
や
す
の
は
、
教
師
に
と
っ
て
も

負
担
が
大
き
く
、
ま
た
、
14
年
度
で
県
か
ら
の
指
定

も
終
わ
る
た
め
、
予
算
面
も
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
授
業
で
生
徒
同
士
が
教
え
合
っ
て
理
解
を

深
め
た
り
、協
同
で
課
題
を
解
決
し
た
り
す
る
中
で
、

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の
向
上
と
教
科
学
力
の
向
上

を
両
立
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
赤
坂
先
生
）

　

14
年
４
月
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
詳
し
い
大

学
教
員
を
招
い
て
研
修
を
実
施
。
以
来
、
全
教
科
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
試
行
し
て

い
る
。
物
理
で
は
授
業
の
約
半
分
が
生
徒
同
士
の
対
話

や
活
動
に
な
っ
た
。
地
歴
・
公
民
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
中
心
の
授
業
が
浸
透
し
つ

つ
あ
る
。
伊
藤
先
生
は
担
当
す
る
英
語
の
授
業
で
、
従

来
の
訳
読
中
心
の
授
業
法
を
が
ら
り
と
変
え
、
小
集
団

で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
多
用

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
授
業
の
変
化
に
よ
り
、
生
徒
は

よ
り
積
極
的
に
授
業
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
物
理
で
は
生
徒
の
授
業
評
価
が
大
き
く
向
上
し
、

特
に
下
位
層
の
学
習
意
欲
や
学
力
が
目
に
見
え
て
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
入
試
対
応
力
の
向
上
に
ま

で
結
び
付
く
の
か
は
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

が
課
題
の
１
つ
で
す
の
で
、
今
後
の
結
果
な
ど
を
し

っ
か
り
検
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
」（
赤
坂
先
生
）

　

現
状
の
取
り
組
み
を
更
に
精
選
し
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
こ
と
も
課
題
だ
。

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
社
会
人
に

求
め
ら
れ
る
力
に
対
す
る
生
徒
の
意
識
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
全
て
の
取
り
組
み
が
生
徒
の
学
力
向
上

に
結
び
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
を
教
師
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
生
徒
に
必
要

な
こ
と
は
何
か
を
明
確
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
本

当
の
改
革
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
以
上
に
生

徒
の
進
路
に
対
す
る
思
い
を
強
め
、
保
護
者
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
進
路
指
導

を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

若手教師が語る、指導変革への　　　　

自分で納得できる指導を目指し
１年生からの持ち上がりを志願

２学年担任　伊藤孝紘

　私の初任校は本校で、１年目は２年生を受け持ち、
そのまま３年生に持ち上がりました。最初の２年間は
無我夢中で指導に当たり、今も思い返すと、学校に慣
れることに精いっぱいで、忙しさを理由に流れに身を
任せていただけだったように感じます。生徒を卒業さ
せてからも、もっと力を伸ばせた生徒もいたのではな
いか、もっと生徒に合った進路があったのではないか
という反省ばかりが頭をよぎりました。
　自分なりに納得できる指導をしたい。そういう思い
から、赴任３年目は１年生の進学クラスの担任を受け
持ちたいという希望を出し、かなえていただきました。
それからは、３年後の進路選択までを見通した指導を
行うように心掛けています。
　本校の良さは、ベテラン教師と若手教師がバランス
よく在籍していることだと思います。分からないこと
は先輩がアドバイスしてくれます。新しいことをやろ
うと考えた時に一緒になって動いてくれる若手教師も
多く、自分の力を磨くには絶好の環境だと思います。
　今後の課題は、アクティブラーニングを通して、大
学入試に通用する英語力を身に付けさせることです。
そして、何よりも、高校在学中にコミュニケーション
の手段としての英語を習得できるよう、生徒のキャリ
ア形成をサポートしていくつもりです。１人でも多く
の生徒が志望を実現できるよう、精いっぱい指導に打
ち込んでいきたいと思っています。

の情熱

社
会
人
と
し
て
必
要
な
力
の
育
成
を

教
科
授
業
で
も
目
指
す
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